
- 1 -

令和２年度社会福祉法人玄海町社会福祉協議会事業報告書

地域福祉活動計画の基本理念である「人と人がつながり 支え合い 笑顔あふれる 玄海町」

に基づき、高齢者、障がい児・者、児童・生徒、幼児にいたる幅広い階層を対象にして事業に

取り組みました。

昨年度末から未だ収束が見えない新型コロナウイルス感染症拡大により、本会事業も延期や

中止を余儀なくされる中、町内全住民を対象にしたコミュニティバスの運行やこれまで実施し

てきた介護保険サービスを継続し、あらゆる階層からの相談に応じる総合相談事業、安全かつ

確実を最優先に通学バス運行事業にも努めるとともに、社協の組織体制及び経営基盤の維持・

強化を図りました。

また、社会福祉協議会としても公的なサービスだけでは補完できない部分を民間の福祉団体

として支援し、地域や住民の皆様の力で積み上げてきた地域福祉活動を衰退させることのない

よう、これまで継続して来た様々な事業を発展、充実させ、人と人がつながり、支え合いの仕

組みづくりを進め、地域住民の福祉の増進を図りました。

１．理事会･定時評議員会・評議員選任解任委員会・監事会開催状況

(１）理事会開催状況 理事定数９名

1)第１回理事会 令和２年５月２６日 (出席８名 欠席１名)

議案第１号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和元年度事業報告について

議案第２号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和元年度一般会計歳入歳出決算

について

議案第３号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会理事の推薦について

議案第４号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会評議員の推薦について

議案第５号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会役員等の報酬に関する規程の一部改正

について

2)第２回理事会 令和２年６月１８日 (出席９名 欠席０名)

議案第１号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会会長の選任について

3)第３回理事会 令和２年１１月４日 (出席８名 欠席１名)

議案第１号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会の今後の運営について

4)第４回理事会 令和３年３月２２日 (出席９名 欠席０名)

議案第１号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和２年度一般会計歳入歳出補正予算

(第１号)について

議案第２号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和３年度事業計画について

議案第３号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和３年度一般会計歳入歳出予算

について

支出額 ８１，０００円

(２）定時評議員会開催状況 評議員定数１４名

1)第１回定時評議員会 令和２年６月１８日 (出席１２名 欠席２名)
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議案第１号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和元年度事業報告について

議案第２号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会令和元年度一般会計歳入歳出決算

について

議案第３号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会理事の選任について

議案第４号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会役員等の報酬に関する規程の一部改正に

ついて

支出額 ３３，０００円

(３）評議員選任・解任委員会開催状況 評議員選任･解任委員定数３名

1)第１回選任委員会 令和２年５月２６日 (出席３名 欠席０名)

議案第１号 社会福祉法人玄海町社会福祉協議会評議員の選任について

支出額 ６，０００円

（４）監査

○理事会による予算審議等のため役員会等へ出席

○令和元年度社会福祉法人玄海町社会福祉協議会一般会計決算監査

○理事会・定時評議員会決算審議のため役員会等へ出席

支出額 ３０，０００円

２．社会福祉協議会組織の強化

（１）役員研修

例年、玄海町社会福祉協議会の向上発展のため、｢行政を頼らない自立した社会福祉協議

会」を目指し、福祉の先進地へ視察研修を行って参りましたが、新型コロナウイルス感染

症拡大防止等に伴い、他県等への往来を控え、佐賀県社会福祉協議会が開催する「社会福

祉協議会役員(理事･監事･評議員)・職員合同研修会」への参加を行いました。研修につい

ては、香川県琴平町社会福祉協議会の活動状況等の実践発表や、県内各市町の社会福祉協

議会における企画発表が行われました。特徴的な事業の取組状況や、地域の課題等の報告

が行われ、今後取り組むべき事業・活動の方向性や実践課題、求められる役割等について

学びました。

（２）職員研修

職場内研修及び佐賀県、佐賀県社会福祉協議会、佐賀県老人福祉施設協議会、財団法人

介護労働安定センター等が開催するオンライン研修に積極的に参加し、職員間の意識改革

を行うとともに、介護事業における介護サービスの向上並びに組織の強化に努めた。

①職場内職員研修

②管理者、係長、主任会議

３．福祉の風土づくり

（１）広報活動の充実強化

社会福祉協議会の事業並びに地域活動を広く町民の方に知ってもらい、社会福祉協議会

の理解や地域福祉活動の活性化を図るため、年間４回発行し、町内全世帯及び関係機関に

配布した。インターネット通信での配信として、ホームページを開設し、幅広く情報提供

に努めた。

支出額 ３６７，５３２円

（２）ボランティア活動の推進、育成援助

将来を担う、児童・生徒・学生が地域の中で福祉教育やボランティア活動に取り組み、



- 3 -

他人を思いやる心、相手の立場に立って考えたり共感出来る温かい心、社会連帯の精神を

育成、また学校と福祉ボランティア活動とが連携し地域ぐるみで地域の特性に応じた様々

な福祉ボランティア活動を推進した。

①学校ボランティア育成事業指定校 ・玄海みらい学園

・唐津青翔高等学校

支出額 １７２，０００円

②福祉教育・ボランティア活動等支援事業

児童館利用の子供達を対象に、手話教室を実施しました。講師には唐津手話の会より

ご来訪頂き、聴覚障害者の方の不自由さについて理解を深め、手の動きだけでも伝えら

れる言葉、誰でも同じ表し方で通じる言葉、耳が聞こえなくても手話という表現で気持

ちや言葉は伝わる。様々な人と関わることで、優しさや思いやりの心を育むことの大切

さ、自分にも出来るボランティアについて学びました。

○令和２年８月８日 手話教室（さくら児童館） ４６名参加

支出額 ３７，５８４円

４．社会福祉活動事業

（１）共同募金事業

共同募金の趣旨を広く伝えるべく、広報誌等を活用した周知に努めました。また、例年

10月に開催される町民体育祭会場での街頭募金活動は、新型コロナウイルス感染症拡大防

止により開催が中止となり、県産品を活用した地域職域募金を重点に活動を行いました。

民生委員・児童委員協議会をはじめ、町内外の法人、玄海町役場職員、玄海みらい学園・

唐津青翔高等学校教職員及び児童生徒、福祉施設等の多大なるご協力をいただき、目標達

成に努めた。

（２）日赤募金事業

毎年５月を「赤十字運動月間」と定め、赤十字の理念や活動を理解・協力していただく

ため、赤十字運動イベント「防災セミナー」として、保育園児親子を対象にした「幼児安

全法」を実施予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止した。

○日 時 令和２年７月１８日 ９時３０分から１３時３０分

○参加者 玄海町あおば保育園児 親子

○内 容 水上安全講習会

(３) 募金実績の状況
募 金 種 別 種 別 目標額 実 績 額

一 般 募 金 ８２３，８００円
日 赤 募 金 法人・その他 ９６，０００円

合 計 852,000円 ９１９，８００円
戸 別 募 金 ８１８，４００円
法 人 募 金 ２７２，２６６円
街 頭 募 金 ４１，８１６円
学 校 募 金 １５，５２６円

共 同 募 金 職域募金他 ２７５，０００円
イベント募金 ０円
そ の 他 ２，０００円
合 計 1,297,000円 １，４２５，００８円

合 計 ２，３４４，８０８円
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（４）歳末助け合い募金配分状況（在宅者配分）

一人暮らし高齢者 １０７人 しめ縄

支出額 ９９，１８６円
５．低所得者階層の更生事業

（１）生活福祉資金斡旋事業

（２) 緊急小口資金・総合支援資金等貸付金 １６件

支出額 ３１２，０００円

（３）町福祉資金貸付事業

生活資金貸付金 １件

支出額 １９９，０００円

６．児童福祉活動事業

（１）青少年育成事業

４クラブ、４チームのクラブ活動に援助協力を行い、児童の健全育成に努めた。

クラブ名 人 数

ジュニアバレーボール １０人

剣道 １３人

バドミントン ３０人

野球 ２２人

支出額 １０４，０００円

（２）児童館事業

児童に健全な遊びを与えて､個別的及び集団的指導によって､その健康を増進し情操を豊

かにするとともに、｢遊ぶ場所｣｢留守家庭児童の見守る場所｣から｢育てる場所｣としての活

動も増え､より有益な体験を提供し､地域における児童の健全育成に努めた。

※これまでの実績はさくら児童館行事参加数も含めていたがH30は含めないので減る注意

項 目 さくら児童館 みどり児童館

○児童登録者数 ８７人 (５０家庭) ８８人 (６３家庭)

○年間来館者数 ７，０２５人 ７，２６６人

○年間開館日数 ２８７日 ２８７日

○一日平均利用者 ２４．４人 ２５．３人

支出額 ２７，６６８，７８５円

学年別利用状況 単位:人

児童館名 未就学 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 未登録他 合 計

さくら児童館 0 2,501 1,122 1,917 538 731 146 70 7,025

みどり児童館 0 2,054 2,483 767 1,131 546 281 4 7,266
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７．老人福祉活動の推進

（１）いきいきサロン事業『げんき会』

日々の生活の中で、デイサービスに通うほどでもないが、積極的に外出するほどの気力

や体力が起きず、家に閉じこもりがちな高齢者等は、孤独や不安、寂しさを抱えながら過

ごされている人も多い。この様な方々の社会的孤立感の解消及び自立生活の向上を目的に、

歩いていける場所･気軽にふらっと立ち寄れる場所「地域の集いの場所」を利用し、その

当事者と地域住民が共同で事業を実施した。

○年間延実施回数 ２９回
地区名 回数 人数 地区名 回数 人数

○年間延利用人員 ３１１人
長 倉 ７回 97人 有浦下 ２回 10人

○一回実施参加人員 １０.７人
仮 立 1 回 11人 座川内 ３回 34人

普恩寺 ２回 38人 田 代 ２回 13人

栄 ２回 10人 轟 木 ５回 45人

諸 浦 ５回 ５３人

支出額 ３８０，４１８円

（２）一人暮らし老人給食事業

町内の一人暮らし老人等の心身の健康保持のため、民生委員・児童委員協議会、ボラン

ティア連絡協議会、座川内婦人会の協力を得て、旬の食材を使った手作りのお弁当を配食

した。ただし、新型コロナウイルス感染症拡大防止により、実施回数を制限し、夏の七夕

会、秋のバスドライブは中止としました。

年１２回予定 会食会（七夕会）中止

バスドライブ 中止

配 食 ４回

延配食数 １４６食
支出額 １６０，８１５円

(３)緊急情報キットの設置

在宅の高齢者や身体の不自由な人達に対する緊急時の迅速な対応として、かかりつけ病

院や持病などの医療情報、服薬情報、緊急連絡先などの情報を専用の容器に入れ、家庭の

冷蔵庫に保管することで、万が一の緊急時に備え、定期的な訪問の機会をつくり、情報の

更新を行うことにより見守り活動の充実を図るとともに、見守られる側の安心の確保につ

とめた｡

○独居高齢者世帯 １０２世帯

○高齢者のみ世帯 ７７世帯(１５５人)

(４)在宅介護者の集い

在宅において寝たきりや認知症の高齢者を介護している家庭の方がお互いの悩みなどを

話し合い､交流を持つことでより良い介護の継続がなされるように､また､日頃の介護疲れ

を癒やして心身をリフレッシュし､ほんのひとときでも｢ほっと｣してもらい､共に介護者同

士の悩みや直面されている問題などの情報交換をしながら交流することを目的として事業

を実施した。

第１回目 期 日 令和２年７月１８日(土)

場 所 玄海町福祉施設 (特別養護老人ホーム/地域交流スペース)



- 6 -

「オレンジカフェ」に参加

参加数 ５名

第２回目 期 日 令和２年１２月２６日(土)

場 所 仮屋コミュニティセンター 「フラワーアレンジメント」

参加者 ６名

支出額 １３ ，８８７円

（５）在宅介護支援センター事業

在宅の要援護高齢者若しくは、要援護となるおそれのある高齢者、又はその家族等に対

し、福祉ニーズに対応した各種の保健、福祉サービスが総合的に受けられるよう行政機関、

サービス実施機関及び居宅介護支援事業所等との連絡調整を行い、在宅介護などに関する

総合的な相談支援に努めた。

相談件数 １，９１１件

支出額 ８，８９５，２６６円

(６)玄海町「食」の自立支援事業

町内に居住する在宅の一人暮らし高齢者等に、栄養バランスのとれた給食を提供する

とともに、地産地消の食材を使用した地元業者の参入も加え、高齢者の安らぎのある生活

を支援し、当該高齢者の安否の確認、孤独感の解消を図り、在宅での自立支援に努めた。

○ 登 録 者 数 ３８人

（独居１９人、高齢者のみ世帯７世帯、その他 １２人）

○年間利用者数 ３，６３３人

○年間配食日数 ２９１日

○一日平均配食数 １２．５食 支出額 ４，９６０，６７０円

８．介護事業等実施

（１）居宅介護支援事業（ケアプラン作成）

介護認定を受けた方の心身の状況や、その置かれている環境等を把握し、関係機関と連

携を図りながら、希望に応じた適切なサービスを多様な事業者から総合的、かつ効率的に

提供されるよう、利用者が可能な限り居宅において有する能力に応じた、日常生活を営む

ことができるよう、介護支援専門員（ケアマネージャー）が利用者、家族と各介護保険事

業所を繋ぐ役割を行った。

○利用実人数 ７３人 (介護 64人 予防 9人)

○延べ利用者数 ８４３人 (介護 756人 予防 87人)

収入額 １０，４２３，９４０円

（２）訪問介護（ホームヘルパー）事業

訪問介護員（ホームヘルパー）が家庭を訪問し、利用者が可能な限り居宅において、そ

の有する能力に応じ、自立した日常生活を営む事が出来るよう、食事、入浴、排泄の介助

炊事、掃除、洗濯など、ケアプランに基づいた日常生活の手助けを行い在宅福祉の向上に

努めた。
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（令和３年３月現在）

自立者 障害者 支援１・２ 介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５

２名 ２名 ９名 ２名 ３名 １名 １名 ２名

収入額 １２，４５９，６０５円

（３）通所介護（デイサービス）事業

要援護状態や要介護状態となった場合においても、利用者が可能な限り居宅において、

有する能力に応じ自立した、日常生活を営むことが出来るよう、食事、入浴、日常動作訓

練、レクリエーション等の各種サービスを提供し、社会的孤立感の解消や心身機能の維持

並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減に努めた。

○登録者数 ７０人

○利用者延べ ６，３９７人

○実施日数 ３０５日

○一日平均利用者 ２０.9人

自立者 障害者 支援１・２ 介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５

１名 ２名 ２３名 １４名 ２２名 ４名 ４名 ０名

収入額 ５０，７０８，３０５円

(４)認知症対応型通所介護事業

認知症の利用者を対象にした専門的なケアを提供し、利用者が可能な限り自宅で自立し

た日常生活を送ることができるよう、通所介護の施設に通い、食事や入浴などの日常生活

上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上を提供し、社会的孤立感の解

消や心身機能の維持回復だけでなく、家族の介護の負担軽減などに努めた。

○ 登 録 者 数 １０人

○利用者延べ ９８９人

○実 施 日 数 ３０３日

収入額 １３，５３５，１８０円

（５）介護予防・生活支援サービス事業

認知症や介護が必要な状態にならず、住み慣れた地域でできるだけ自立した生活を続け

られるよう、体と心の機能を維持・改善するための運動又はレクリエーション等を実施し

た。(健康運動師による運動 産業文化祭に出展する作品作り カラオケ大会 バスドライブ)

○ 登 録 者 数 ７２人

○利用者延べ ２，９９７人

○実 施 日 数 １２６日

○一日平均利用者数 ２３.8 人 支出額 １１，９０８，８１２円

介 護 度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

登録者数 １名 ８名 ０名 ０名 １名

(令和３年３月現在)

(令和３年３月現在)
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９．日常生活自立支援事業

認知症高齢者や知的障がい・精神障がいなどの理由で、判断応力が不十分な方を対象

として、住み慣れた地域での生活を支援するために、福祉サービスの利用手続きや日

常的な金銭管理、利用料の支払い等を行い在宅生活の支援を行った。

○相談・問い合わせ件数 ７７件

○利用者数 ４人

支出額 ２９０，４７２円

１０．総合相談事業

地域福祉活動計画に基づいた総合相談事業を実施した｡総合相談事業では、玄海町住民

を対象に複合的な相談事業を行い、電話だけでなく、家庭等を訪問するなどのさまざまな

方法により応じ、各種福祉の提供に関わる援助、調整等を行った｡

○年間取扱件数 ８７２件

○年間実人員 ５４人

支出額１１，０１１，８７４円

１１．コミュニティバス運行事業

日常生活に必要な交通手段を確保し、地域住民の公共交通の活性化を図ることを目的と

し、安全かつ確実を最優先に運行を実施した。なお、８月よりダイヤ等の改正を行い運行

した｡

○ 登 録 者 数(ｶｰﾄﾞ発行数) ２３６人

○年間利用者数 ５，００１人 ･一人当たり運行経費 9,104,000÷5576人=1,632円

○年間運行日数 ２８９日 支出額１２，２０５，０００円

１２．公益事業

(１)児童生徒等送迎事業

玄海みらい学園の児童･生徒の移送を行う通学バス運行業務を町より受託し、安全かつ

確実を最優先に事業を実施した。

1)通学バス運行

○年間運行回数 ２，５２４回

○年間利用者数 ６８，７５６人

○年間走行距離数 ３８，７３７㎞

2)臨時運行

○年間運行回数 ８６回

○年間利用者数 ２，１７６人

○年間走行距離 ３，６８１㎞ 支出額３６，１２７，３００円

期間：令和2年4月1日から令和2年7月31日

値賀ルート 有浦ルート 牟形ルート 合 計

利用者数 399人 432人 412人 1，243人

運行日数 33日 33日 33日 99日

一日平均利用者数 12.0人 13.0人 12.4人 12.5人

期間：令和2年8月1日から令和3年3月31日

北部便 南部便 合 計

利用者数 1,565人 2,193人 3,758人

運行日数 96日 94日 190日

一日平均利用者数 16.3人 23.3人 19.7人
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１３．収益事業

（１）葬祭用祭壇貸付状況

１号 ２号 計

貸 出 件 数 ０件 ５件 ５件

貸 出 料 金 ０円 ４６，３５０円 ４６，３５０円

超 過 料 金 ０円 １５，４５０円 １５，４５０円

合 計 ０円 ６１，８００円 ６１，８００円

（２）葬祭用品販売状況

販売件数 ６件 収入額 １，６７３，５２８円

１４．その他事業

（１）自動販売機（清涼飲料等）事業

役 場 内 ３台 総合グランド １台 野球場駐車場 １台

町 民 会 館 ３台 あ す ぴ あ ４台 福 祉 施 設 １台

社 会 体 育 館 ３台 浜 野 浦 棚 田 １台 玄 海 園 ２台 計１９台

売上額 １，１４７，７６８円


